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　 1．会議の 概要

　大気 レ ーダーに関す る最新の科学技術 に つ い て ，研

究成果 の 公表 な らび に 情報 ・意見交換 の た め に 1980年

代よ り数年ご と に開催 さ れ て い る MST レ ーダーワ ー

ク シ ョ ッ プ の 第 11回会議 （MST −11 と通称） が 20〔］6年

12月1115 日 に イ ン ドで 開催 さ れ た ．（な お ，MST は

Mesosphere−Stratosphere−Troposphere ；中 間 圏 ・

成層圏 ・対流圏の略で あ る．）

　MST −1ユ1ま イ ン ド宇宙科学研究機関 （ISRO ：In−

dian　Space　Research　Organization） に 属する国立大

気 科 学 研 究 所 （NARL ：National　 AtmQsphere

Research　Organization）が 主催 し，初 臼 は ガ ダ ン キ

に あ る NARL 内 の MST レ ーダー観測 所 で ， 2 『 目

以降 は テ ィ ル バ テ ィ 市 の Hotel　Fortune　Kellcesで開

催さ れ た ，開会式 に は イ ン ドの A，P．　J，　Abdul　Kalam

大統領 が 出席 された．ワ
ー

ク シ ョ ッ プ 参加者 お よ び 州

政府関係者な ど約］，200名が参加 す る な か ，大統領 に

よ る特別講義 が 行 われ た．イ ン ド国 内か ら230名 ，海

外11ヶ 国か ら55名が参加し た ．口本人参加者は 16名 と

最多で
， 次 い で 米国11名 ，

フ ラ ン ス と ド イ ツ が 各 6

名 ， カ ナ ダ 5名 ， ス ウ ェ
ーデ ン 3名 ， さ ら に ， 英国 ，

ノ ル ウ ェ イ，ペ ル ー一，台湾，イ タ リア か ら各 2 名 が 出

席した ．

　 MST −11 の プ ロ グ ラ ム 構成 を議論 す る国際運営委 員

会 （ISC ：lnterna亡iona1　Steering　Committee ）1ま，
　 J．

＊ 1Report
　〔〕n 　elcventh 　international　 workshop 　on

　 technical　 and 　 scientifio 　 aspects 　 of 　 MST 　 radar

　 （MST 　11）．
＊ 2Toshitaka

　TSUDA ，京都大 学生 存圏研究所、
ホ 3Masayuki

　K ．　YAMAMOTO ，京 都 大 学 生存圏研 究

　 所．
” 4Jun −ichi　FURUMOTO ，京 都大 学 生 存圏研 究所

◎ 2008　 口本気象学会

L，Chau （ペ ル ー 　ヒ カ マ ル カ 電 波 観測 所），　 K ，　S．

Gage （米，海洋大気 庁），　 W ．　K ．　Hocking （カ ナ ダ，

西 オ ン タ リ オ 大 学），
E ．　Kudeki （米，イ リ ノ イ 大

学），D ．　Narayana 　Rao （イ ン ド，　 NARL ），1．　Reid

（オ
ー

ス ト ラ リ ア ， ア デ レ イ ド大 学）， J．　Roettger

（ドイ ツ，マ ッ ク ス ・プ ラ ン ク研究所〉，津 田敏隆 の 8

名 で 構成 さ れ て い る．w ．　K ．　Ilockingが 議長，津田

敏隆が副議長 を務 め，NARL 所長 の D．　N ．　Rao が現

地 の 対 応を引 き受 けた ．ワ
ー

ク シ ョ ッ プ は 6 っ の セ ッ

シ ョ ン で 構 成 さ れ た が ， そ れ ら の 主 題 は 　 （1）

Radar　scattering 　processes 　in　the　atmosphere ，　（2）

Jonospheric： processes ，　（3）　Instrulnentation，　Tech −

nical 　and 　signal 　processing ，（4） Meteor 〔｝10gy　with

AtmQspheric　Radars ， （5）Mean 　winds ，　radar 　tem −

peratures ，　waves ，　 tides （including　C．AWSES ），（6）

Atmospheric　 forcing　and 　mixing （all ！evels ），
　 in−

cluding 　CAWSES で ある．こ れ らの セ ッ シ ョ ン に 総

計 32Qの 論文 が 投稿 さ れ，う ち，口頭講演が 136件 ， ボ

ス ター発表 は 17〔1件で あ っ た （］4件が 当 ロキ ャ ン セ ル

さ れ た ）．

　以
．
ド，

セ ッ シ ョ ン 毎の概要 を報告す る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （津田敏 隆）

　 2 ．大気中の レ
ーダー散乱過程

　 セ ッ シ ゴ ン 1で は，大気中の 電波散乱機構 に 関す る

講 演 が 行 わ れ た ，本 セ ッ シ ョ ン の 開始 に 先立 ち，

SCOSTEP 議艮 で あ る Geller（米，ニ ュ
ーヨ ーク 州

立 大学） よ り SCOSTEP に 対 す る MST レ
ーダー観

測 の 貢献 に 対 す る期 待が 述 べ られ た．

　 Fritts（米，コ ロ ラ ド・リサ
ー

チ ・ア ソ シ エ イ ツ ）

は Kelvin−Ilelmholtz不安定 （KHI ） の 3 次元 シ ミ ュ

レ ーシ ョ ン か ら，乱流散乱 エ コ
ー

を引き起 こ す Bragg

ス ケー
ル （レ ーダー

の 半波長 ス ケー
ル ）の 屈折率変動
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ーク シ ョ ッ プ （MST −1／）の 報告

が KHI の 渦 中心部は 小 さ く乱流層辺縁付近 で 強 くな

る こ と を 示 した ．ま た観測面 か らは 高井 （日本，京都

大学）が MU レ ーダーの 多周 波観測 と ラ イ ダー
で得

ら れた温度観測 データを組み合わ せ ，強 い レ ーダーエ

コ ーが 乱流 の 強 い 領域 で はな く屈折率高度勾配 の 大 き

い 領 域 か ら得 られ る こ と を示 し た ．Luce （フ ラ ン ス ，

ツ
ーロ ン 大学） は，MU （Middle　 and 　Upper 　 atmo −

sphere ） レ ーダー多周波数観測 に よ る KHI 乱 流渦 の

周 波数領 域 干渉 計 映像 法 の 結果 を 示 し ， ま た Has −

senpflug （日 本，京 都大 学）は，　 MU レ
ー

ダ
ー

の 多

ビーム 観測 と 空間 イ メージ ン グ観測 を 用 い て レ ーダー

エ コ ー
の 空間依存性 と風速 の鉛 直 シ ア

ー
との 関運 を示

した ．

　R6tteger （ドイ ツ ，
マ ッ タ ス ・プ ラ ン ク 研究所）

は 」icamarca （ペ ル
ー） の SOUSY （SOUnding

SYstem） VIIF レ ーダーの 送受信帯域 を広 げ る こ と

で 鉛直分解能を従来 の 15  m 程 度 か ら 3040m ま で 向

上 させ た 高鉛直分解能の データ を示 し た ．こ う した 新

し い 観測 デ ータ は分 反射 エ コ
ー

の 散乱機構解明 に 役立

つ と 期待され る．

　 ま た．Chen （台湾，建國技術學院） は ST （Strato−

sphere
− TrQposphere ） レ ーダーを 用 い た 風速測定 の

バ イ ア ス に 関 し て MU レ
ー

ダ
ー

の 多周 波 ・多チ ャ ン

ネ ル 観 測 を 用 い て 調 べ た 結果 を 示 し，MUschinski

（米，マ サチ ュ
ー

セ ッ ツ 大学〉 は，風速 推定に対す る

“
refleetivity 　flux （反射率フ ラ ッ ク ス ）

”

の 重要性を

述 べ た講演 を行 っ た．その他，カ ナ ダ ・イ ン ド ・英 国 ・

ス ウ ェ
ーデ ン か ら の 研究者 に よ る講演が 実施 さ れ た．

　　　　　　　　　　　　　 （山本真之 ， 古本淳
一

）

　 3．電子擾乱 に よる散乱

　セ ッ シ ョ ン 2 は 2 日目の 午後 か ら 3 口囗の 午前 中 に

か けて 行 わ れ，電離層 ・中間圏 に お け る 電子 擾乱 や ，

流星 に関連し た プ ラ ズ マ 密度の擾乱 に 起因す る 電波 の

コ ヒ
ー

レ ン ト散乱 や イ ン コ ヒ ーレ ン ト散 乱 に 関連 し た

理 論及 び 観測結果 に 関す る 64編 の 講演 が 行 われ た．

　最初 に 電離圏 E 領域及び F 領域 に お り る電波 の 散

乱機構 に 関連した講 演が実施 された．Woodman （ペ

ル ー， ヒ カ マ ル カ 電波観測所）は70年間に わ た る赤道

域 ス プ レ ッ ド F 現 象 に 関す る レ ビ ュ
ーを行 っ た．

Patra （イ ン ド，　 NARL ）は，日中に 観測 され る高度

150km 付 近 の レ ーダーエ コ ー観測 の レ ビ ュ
ーと将来

展望 を示 した ．斎藤 （日本，情報通信研究機構 ） は，

MU レ
ーダーの 多チ ャ ン ネ ル 観 測 結果 を 用 い て ，電

離圏 E 領域及 び F 領 域 に お け る準周期 エ コ ーの 空 問

構造 を 示 し た．そ の ほ か ，イ ン ド ・米 国 ・ブ ラ ジ ル ・

円本 の 研 究者 に よ る、口 頭及びポ ス ターで の講演が 実

施さ れ た ．

　引き続 き中間圏及び流星に関連 した 電波の散乱気候

に 関す る講 演 が 行 われ た．特に Polar　 Mesosphcric

Summer 　Ech 〔， （PMSE ）や Polar　Mesospheric　Win −

ter　Echo （PMWE ） の 生成要因に関す る講演が 行わ

れ た．Havnes （ノ ル ウ ェ
ー， トロ ム ソ 大 学） は，電

波 に よ る 人 」二的 な電 子 の加熱を用 い て PMSE を変調

し た 観測 結果 を 示 す こ と に よ り，PMSE の 考え う る

発生 メ カ ニ ズ ム を論 じ た ．PMSE に 関す る 北極域及

び 南極域 に お け る観測 結果を述 べ た 多数の 講演を通

じ ， 南極域 ［ll間圏に お い て は，北 極域 中間 圏 よ りも

PMSE の 強度が弱 く， ま た PMSE が観測さ れ る期 間

も限 られ る こ と が 示唆 された点 は注 目に値す る，

　 口頭発表 の ほ か，30編以 上 の ポ ス タ ー
発表 に よ り，

中 波 （Middle　Frequency ；MF ） レ ーダー ・MST

レ
ー

ダ
ー ・流 星 レ ーダー

に よ る 観測，ロ ケ ッ ト観測，

計 算機 実験 に よ る 中間圏及 び電離 圏 D 領域 に お け る

研究成果が発表 さ れ た．　　　　　　　　 （山本真之 〉

　 4 ．観測機器，技術，及び信号処理

　 セ ッ シ ョ ン 3 は 1 日目の最後 と 2 口 目の午前中に実

施 さ れ ， MST レ ーダーの観測技術側面や新 し い 観測

手 法 に 主眼 を置 い た 47編 の 講 演 （29編 は ポ ス タ ー
発

表 ， 18編は 口 頭発表，う ち 4編 は招待講演）が実施 さ

れ た．講 演 に お い て は，1）デ ジ タ ル 受 信機 の 設計手

法 ， 2）ア レ イ ア ン テ ナ を 用 い た デ ジ タ ル ビー
ム

フ ォ
ー

ミン グ，3） マ ル チチ ャ ン ネ ル 受信機 4）高分

解能観測 を実現 するた めの レ ーダー
シ ス テ ム 最適化，

5） レ
ー

ダ
ー

に よ る 3 次元 イ メージ ン グ観測及 び干渉

計観 測 ，6） バ イ ス タ テ ィ ッ ク お よ び マ ル チ ス タ

テ ィ ッ ク レ ーダー観測技術，7）信号変調器 の 最適化

技術 ，8） レ ーダ ーイ メ ージ ン グ に 関す る 信号処 理法

の 比 較，9）Radio　Acoustic　Sounding　Systen1

（RASS ）を用 い た温度観測，10）高鉛 直分解 能 で の

屈 折 率観測，11） レ ーダーシ ス テ ム の キ ャ リ ブ レ
ー

シ ョ ン，12）不要信号 （ク ラ ッ タ
ー

信号 や 干渉信号）

の抑圧技術 ， 13） レ ーダー送信信号の符号化，14）低

高度信号 の 検 出手法，な どの MST レ
ー

ダ
ー

に関連 す

るハ ード ウ ェ ア ・ソ フ トウ ェ ア技術 を取 り扱 っ た講演

が 行 われた．

　特 に ，複数 の ア ン テ ナ 面 か ら の 受信信号 を 処 理 す る

34 “
天 気

”
55．6．
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こ と に よ り乱流や風速 の 空間分布 を知 る こ とが 可能 で

あ る 干渉計法や マ ル チ ス タ テ ィ ッ ク レ ーダー技術 に 関

する講演は興味深 い もの で あっ た．西村 （日本 ， 京都

大学） に よる招待講演 で はイ ン ドネ シ ア ・ス マ トラ島

に設置 さ れ た赤道大気 レ ーダーに外付けの ア ン テ ナ ア

レ イ を設置す る こ と に よりはじめて 実現 した対流圏下

層 の 風速 空 間分布 計 測手 法 が 述 べ ら れ た．Hassen−

pflug は MU レ ーダーの多周波 ・多チ ャ ン ネ ル 観測機

能 を 用 い て ，レ
ーダー

に お け る 信 号 イ メ
ージ ン グ 手法

の 比較結果を 示 し た．

　各国 で 進 め られ て い る MST レ
ーダー

の開発状況 に

関 す る講 演 も本 セ ッ シ ョ ン で 行 わ れ た．Chau （ペ

ル ー，ヒ カ マ ル カ 電 波観測 所）は 米 国で 開発 中の

Advanced 　Modu ！ar 　Incoherent　Scatter　 Radar

（AMISR ） と呼ば れ る UHF 帯高機能 レ ーダーの初期

観測結果を示 す と と もに ， 広帯域 パ ル ス や 多周波観測

を用 い た 下層大気 の 微細構造解明へ 向けて の 可能性を

示 し た ．Kirkwood （ス ウ ェ
ーデ ン ，宇宙 物理 研究

所） は，南極 に お け る VIIF 帯 レ
ーダー

の 観測計画 と

機 器 の 開発状況 を 示 し た．Wannberg （ス ウ ェ
ーデ

ン，EISCAT 科学 協会）は，高緯 度電 離圏 に お け る

電子 ド リ フ ト速度 の 立体構造 の 解明 や 干渉計法に よ る

レ ーダー観測 を日的 と した EISCAT （European 　 In−

cQherent 　 Scatter　 Association＞ 3D と呼 ばれ る 240

MHz 帯の マ ル チ ス タ テ ィ ッ ク レ ーダーの シ ス テ ム 概

要 な ら び に 観測計画 を述 べ た．イ ン ド の MST レ ー

ダーで も外付け ア ン テ ナ に よ る レ ーダーの多チ ャ ン ネ

ル 化 の 計 画 が 進 行 中 で あ り，Sarma （イ ン ド，

NARL ）は ， イ ン ド の MST レ ーダーに お け る 多

チ ャ ン ネ ル 化 に 用 い るデ ジ タル 受信 シ ス テ ム の 開発状

況を示 し た．また ， 大気境界層の風速観測を目的 と し

た VHF 帯 の 小型 レ
ーダー

の 開発 に 関 す る講 演 が，

Ilocldng 〔カ ナ ダ，西 オ ン タ リ オ 大 学），　 McLaugh −

rill（オー
ス トラ リ ア ，　 DeTect ），　 Srinivasulu（イ ン

ド ， NARL ） に よ り実施 され た．　　　　 （山本真 之 ）

　 5 ．大気レーダーに よ る気象学

　セ ッ シ ョ ン 4 で は，MST レ
ーダー

の 気象学分野 へ

の 応用 に 関す る講演が行わ れ，レ ーダー観測網 （Radar

Network ）， 降水 ， 湿度 ， 水蒸気混合 （Precipitation，

Humidity，　 Water 　VapQr 　Mixing），境界層 （Bound −

ary 　Layer 　MeLec ）rology ）， 前線や 山岳循環等に よ る

波動生成 （Wave 　Gellerat｛on 　b｝
・Meteorological　Proc−

ess （fronts，　mountain 　flow）），気象学
・一．
搬 （General

Meteor 〔〕logy） の サ ブ セ ッ シ ョ ン に 関す る 多数 の 講

演，活発な議論が交わ され た．

　 レ ーダー観測網 の サ ブ セ ッ シ ョ ン で は，新 し く計画

さ れ た レ ーダーネ ッ ト ワーク に つ い て の講演が 4件，

種 々 の測器を組み合わ せ た 観測 シ ス テ ム が 1 件 及 び

UIIF ，　VHF ウイ ン ドプ ロ ア ァ イ ラ を 用 い た対流活動

と降雨 の 観測 に つ い て の 発表 が 2 件行われ た．Hock −

ing （カ ナ ダ，西 オ ン タ リオ大学 ） は オ ン タ リオ ，ケ

ベ ッ ク 両 州 に 展 開さ れ て い る VHF 帯 ウ イ ン ド プ ロ

フ ァ イラ ネ ッ トワ ークを紹 介 し、1）．N ．　Rao （イ ン ド，

NARL ）は，イ ン ド の レ ーダーネ ッ ト ワーク構 築 計

画に関す る詳細な報告を行 っ た．また ， ア フ リカ で最

初 の レ
ー

ダ
ー

ネ ッ トワ
ー

ク と な る ナ イ ジ ェ リア の レ ー

ダー
ネ ッ トワー

クに関す る講演が 予定さ れ て い た が
，

残念なが ら講演者が参加 で きずキ ャ ン セ ル とな っ た ．

　 降水，湿度，水蒸気混合 の サ ブ セ ッ シ ョ ン に お い て

は 口 頭，ポ ス タ ー合わ せ て 27件の 講演 が行 われ た．

MST レ ーダーに UHF や S バ ン ドの レ ーダーを組み

合わ せ た研究の講演が活発に行わ れた他，筆者 らも取

り組む ウ イ ン ドプ ロ フ ァ イ ラ を用 い た 水蒸気 プ ロ フ ァ

イ ル 推定 に つ い て も 5件の講演が行わ れ た．ま た ， 降

雨粒径や Z−R 関係 に 関 す る 講 演 が 行 わ れ た．中村

（口本 ，名 古 屋 大 学） に よ る 招 待 講 演 で は GPM

（Globa旦Precipitation　Measurelllent ） プ ロ ジ ェ ク ト

で の，MST レ
ーダー

を用 い た 地 lt検証 へ の 利用 へ の

期待が 述 べ られ た．

　 境界層 の サ ブ セ ッ シ ョ ン で は 4件 の 口 頭発表 と 8件

の ポ ス タ ー発表が行 わ れ た．Lai （台湾、長栄大學）

は都市化 が 進 む 台湾南部 に お け る，深刻な 大気汚染イ

ベ ン トの発生 と915MHz ウ イ ン ドプ ロ フ ァ イ ラ に よ

る風速鉛直構造の 関係を議論 した ，

　 前線や 山岳循環等に よ る波動生成の サ ブ セ ッ シ ョ ン

で は 14件 の 講演 が 行 わ れ た．Rcddy （イ ン ド，国立 熱

帯気象研究所）や Rama （イ ン ド， サ テ ィ ッ シ ュ
・ド

ハ ワ ン 宇宙 セ ン タ
ー

） は イ ン ドモ ン ス
ー

ン の ア ク テ ィ

ブ ・フ ェ イ ズ 中 の 熱帯ジ ェ ッ ト構造 に つ い て 報告 し

た．また Dhaka （イ ン ド，デ リー大 学） は強 い 対 流

イ ベ ン ト発生 時の 熱帯上部 UTLS （Upper 　 Tropo −

sphere 　Lower 　Stratosphere）領域 の 大気重力 波特性

を赤道大気 レ ーダー用 い て 調 べ ，鉛直波数23 ．5km ，

周期10・70分の 重力波が 卓越す る結果 を紹介 した．

　 気象学
一

般 の サ ブ セ ッ シ ョ ン で は 6 件 の 講演行 わ れ

た ．Nastrom （米，セ ン ト ・ク ラ ウ ド州立大学）は

中緯度 の 3 つ の MST レ ーダーの デー
タ を用 い て C。2
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ク シ ョ ッ プ （MST −11）の 報告

（乱流 の 屈折率構造定数）と相対渦度 の 鉛直成分 の 関

係 に つ い て 論 じた．また Kumar （イ ン ド，ヴ ィ ク ラ

ム ・サ ラ ブハ イ 宇宙 セ ン ター） は ガ ダ ン キ の MST

レ
ー

ダーと ラ イ ダー観測データ を 用 い て対流圏界面域

の 風速条件 が 熱帯 に お け る 絹雲 の 生成 に 大き な影響 を

与 えて い る こ と を論じ た．　 　 　 　 　　 （古本淳
一

）

　 6．MST 領域に おける平 均風，レーダー観測 に よ

　　　 る気温，波動 及び潮汐 （CAWSES を含む ）

　 セ ッ シ ョ ン 5 は．「平均風 と気 温」 と 「波動 （重力

波 ， 惑星波動），及び潮汐」を テ
ー

マ と した講演が 行

われ た．前者で は 3件の招待講演を含む 13件の 口頭発

表 と13の ポ ス ター
発表、後者 で は 6 つ の 口 頭発表 と18

件 の ポ ス タ ー発表が 行わ れ た ．

　 平均風 と気 温 の サ ブ セ ッ シ ョ ン で は ま ず Averv

（米 ，
コ ロ ラ ド大学 環境 科 学 協 同 研 究 所） に よ り

CAWSES の 概 要 お よ び CAWSES に お け る MST

レ ーダーコ ミ ュ ニ テ ィ
ー

の 役割 に つ い て の 招待講演 が

行われ た．引 き 続 き 行 わ れ た Singer （独，大気物理

ラ イ プー＝ ッ ツ 研究所） に よ る 招 待講演 で は 流星 エ コ ー

の 減衰時間か ら得 られ た 中間圏界面付近の気温 の 季節

変化を極，中緯度，低緯度域 に つ い て 調 べ 冬季 の 成層

圏突然昇温 に対す る中間圏の 温度の応答を議論 した ．

夏期 に 観測 さ れ る 中闇圏 の 低温 と，VHF 帯 レ ーダー

で の強 い 中間圏エ コ ーや夜光雲 の 発生 との 関連を議論

し た．ま た 2DO6年 3 ， 4 月 に 行 わ れ た CAWSES −

Indiatidal　campaign の 概要 を Gurubaran （イ ン ド，

赤道地球物理研 究所）が招待講演 で 紹介 した．さ らに

極域 か ら熱帯域 ま で の 様々 な 領域 に つ い て 平均風 や気

温 の 特性 に つ い て の多 くの講演が行われた．観測手段

も MST レ ー一ダーだ け に 留 ま ら ず，流 星 レ
ー

ダー
，

MF レ
ー

ダ
ー，ラ イ ダー，大気光イ メージ ャ 観測等の

複数測器 を組み合わ せ た研究が 多 く発表 さ れ た ．流星

レ ー
ダ
ー

を用 い た中間圏下部熱圏 （MLT ＞領域の 気

温測定 と他測器 と の 比較が多 く報 告 さ れ た．

　波動 （重力波 ， 惑星波） と潮汐 の サ ブ セ ッ シ ョ ン の

口頭発表で は，（1）低緯度 MLT 領域 の 季節内振動 と

対流圏内季節内振動の 関係，（2） ISRO が 5年間 に わ

た り実施 して い る 中層大気力学プロ グ ラ ム に基づ くガ

ダ ン キ と テ ィ ル ネル ベ リで の 長期 問観測 デ ータ を 用 い

た 長周期振動 （準 二 年振動，一
年振動 ， 半年振動）の

解析，（3）低緯度 の VHF 帯 レ ーダー
及 び ラ ジ オ ゾ ン

デ観 測 に よ る重 力 波 の 解析 ， （4）MU レ ーダー ・

RASS 観測に よ る高 い 分解能温度観測 を用 い た 大気

安定度変動 や波動エ ネル ギー伝搬 の 解析，が 主 に 議論

さ れ た ．（1） に 関して Sridharan（lndia，　NARL ） は

MJO （Madden −Julian　Oscillat｛on ） の 移動 す るイ ン

ド洋 の 端 に あた るイ ン ド，イ ン ドネ シ ア の 流星 レ ー

ダー
， MF レ ーダー

デ
ー

タを用 い て 解析 した MJO と

中間圏季節内振動 の関係を報告 した ．

　ポ ス タ ー
セ ッ シ ョ ン で は 対流圏界面構造の 変化 ， ラ

イダー観測に 基 づ く成層圏重力波 の 観測，MST レ
ー

ダ ーや ラ イ ダー観測 を用い た低緯度 2／4 『波 の 観測

な ど の講演が行われ た ．　　　　　　　 （古本淳
一

）

　 7 ．（全 層 を 対 象 と し た）大 気 強 制 と 混 合

　　　 （CAWSES を含む）

　 本 セ ッ シ ョ ン は最終 日 （5H 目）の 午後 に実施 さ

れ，力学的過程が平均流 の 変化や大気の 微量物 質 の輸

送 や混 合に与え る影響に焦点 を あ て た 講 演 が 行 わ れ

た ．本セ ッ シ ョ ン に お い て は， 4 編 の 招待講演 を含む

16編の 口頭発表 と ， 16編 の ポ ス ター
発表 が 実施 され

た ，本 セ ッ シ ョ ン は， さ ら に 運動量 フ ラ ッ ク ス （momen −

tum　flux）， 結合過程 （coupling 　processes＞，乱流混

合 （turbulent　 mixing ），成層 圏
一
対 流圏 の 交換過 程

（stratosphere −troposphere 　exchangc 　processes ） の

サ ブ セ ッ シ ョ ン に 分 けられ講演が実施さ れ た．

　運 動 量 フ ラ ッ ク ス の サ ブ セ ク シ ョ ン に お い て ，

Gopa 　Dutta （イ ン ド，オ ス マ ニ ア 大学）は 1 イ ン ド

の MST レ ーダー
の 観測デー

タ を 用 い た 運動量 フ ラ ッ

クス の 研究成果 を示 した ．また ，異な る緯度 に お け る

運動量 フ ラ ッ ク ス の 観測結果 を示す と と もに ，短周期

重力波 が 生成す る 運動量 フ ラ ッ ク ス の 低緯度 に お け る

季節変化や年々 変化を正 しく見積 もる重要性 を強調 し

た．AntQnia （イ ン ド， ヴ ィ ク ラ ム ・サ ラ ブ ハ イ ス

ペ ー
ス セ ン ター

） は，レ イ リ
ー

ライ ダ ー
と流星 レ ー

ダーの 観測 に よ る運動量 フ ラ ッ ク ス の観測結果 を用 い

て，半年振動 （semi 　 annual 　osci ！lation：SAO ） の 成

因へ の 重力波 の 寄与を考察 し た．

　結合過程 の サ ブ セ ク シ ョ ン に お い て は ， 日本発の プ

ロ ジ ェ ク ト （赤道大気、ヒ下結合）の 研究成果 に つ き，

深尾 （H本，京都大学） に よる 招待講演が 行わ れ た ．

Ramkumar （イ ン ド，　 NARL ） は，南 イ ン ドに お け

る い くつ か の 観測 サイ トに お ける MST レ ーダー・流

星 レ ーダー ・MF レ ーダーな ど の 観測機器結果 を示す

と と も に ， こ れ ら の 機器 に よ る 観測 キ ャ ン ペ ーン の必

要性を論 じて い た．

　乱流混 合の サ ブセ ク シ ョ ン で は，Hocking （カ ナ
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ダ，西 オ ン タ リ オ大学〉に よ る 招 待講演 に お い て ，

MST レ ーダーに よ る乱 流計測手法 に 関す る レ ビ ュ
ー

が 行われ た． こ の 分野 の 第
一

人者で あ る同氏 の発表 は

過去の観測成果の ま と め と して ， 特 に 若手 の 研究者 に

と り良 い 勉強 の 機会 で あっ た ．Hoffman （ドイ ッ，

大気 科学 ラ イプ ニ ッ ツ研究所）は，VHF レ ーダーで

得 られ た 乱流 の エ ネル ギ
ー

消散 率 と連動量 フ ラ ッ クス

の 観測 データ か ら．対 流圏 ジ ェ ッ トの 通過 時に 安定度

の高 い 対流圏界面．E部で乱流強度の増大が見 られ る こ

と を示 した，

　成 層 圏
一
対 流 圏 交換過程 の サ ブ セ ッ シ ョ ン で は，

G ．Vaughan （英 国 ，マ ン チ ェ ス タ ー大学） と Hooper

（英国，マ ン チ ェ ス タ
ー

大学） に よ る招待講演に よ り，

英 国 の Aberystwyth に 設 置 さ れ た MST レ
ーダー

と

航空機 との 同時観測 に よ る対流圏界面近傍 の 観測結果

が 示 さ れ た，講演で は 山岳波や シ アー不安定に よる 重

力波の砕波や 乱流強度 の増大 が詳細 に 示 されて お り，

優 れた時間及 び鉛直分解能を持つ レ ーダーと，空間的

な 温度や風速の観測が可能で ある航空機 と の 同時観測

の有用性 を改 め て 実感 す るも の で あ っ た ．ま た，T ．

N ．Rao （イ ン ド，　 NARL ） は，　 Esrange　MST 　Radar

（ESRAD ）と オ ゾ ン ゾ ン デ で 得られ た 6 年 間 の 観測

デー
タ を 用 い て ，北 極 域 に お け る 圏 界 面 沈 降

（Tropopause　Folding） 1ま冬季 に 多 く発生す る こ と を

述 べ た ．　　　　　　　　　　　　　　 （山本真之）

8 ．おわ りに

今回は35歳以 トの若手研究者を対象 に Best　 paper

award が 設 け ら れ ，下記 の 15名が 受 賞 し た ．セ ッ

シ ョ ン （1）高井智明 （日本，京都大学 ），（2）Smith−

aV ．　Tharnpi （イ ン ド，宇宙物理 研究所 ），斎藤 　享

（日本，情報通 信研 究 機 構），（3＞Manas 　R．　Padhy

（イ ン ド，NARL ），　 Tom 　Grydeland（ノ ル ウ ェ
ー

，

ト ロ ム ソ 大学），Arpit　Gupta （イ ン ド，情報通 信技

術大学）， 西村耕司 （日本 ， 京都大学），（4）古本淳
一

（凵本，京都大学），Padmavathi　 Kulkarni （イ ン ド，

NARL ），　 Debhashis　Nath （イ ン ド，
　 NARL ），　 K ．　N ．

Uma （イ ン ド，　 NARL ），（5＞K ．　Kishore　Kumar

（イ ン ド，ヴ ィ ク ラ ム ・
サ ラ ブハ イ宇宙セ ン タ ー）， S．

Sridharan （イ ン ド，
　 NARL ），　 Simon　Peter　Alexan−

der （口本．京 都 大 学），（6）Maria　Antonia （イ ン

ド，ヴ ィ ク ラ ム
・サ ブ ラ ハ イ宇宙 セ ン タ

ー
）．また深

尾 （日本 ， 京都大 学），
Woodman （ペ ル

ー，ヒ カ マ

ル カ電波観測所），P．　B．　Rao （イ ン ド，　 NARL ）が こ

れ まで の MST レ ーダーの技術的 ・大気科学的発展 に

関する功績 を称 え られ，honorable　 speech を行 っ た ．

会議最後 に は，次回 の MST レ ーダ ーワ ーク シ ョ ッ プ

（MST 一
工2）が 2009年 に カナ ダ ・オ ン タ リ オ州 ・ロ ン

ド ン で 開催 さ れ る こ とが 決定 さ れ た ．　　 （津 田 敏隆）

略語
一

覧

CAWSES ：Clilnate　 And 　 Weathei・of 　 the 　 Surl−Earth

　 Svstcm

SCOSTEP ：Scientific　Comrnittee　 on 　Solar−Terrestrial

　Physics
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